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「
平
泉
」
の
段
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の
五
月
、
松
尾
芭
蕉
が
東 

北
地
方
南
部
の
平
泉
を
訪
れ
た
時
の
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る
。  

 

平
泉
は
、
平
安
時
代
後
期
に
、
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）が
百
年
に
わ
た 

っ
て
統
治
し
、
黄
金
文
化
を
築
い
た
場
所
で
あ
る
。 

 

平
泉
の
黄
金
文
化
の
象
徴
で
あ
る
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）は
、
天 

治
元
年
（
一
一
二
四
）
奥
州
藤
原
氏
の
初
代
清
衡
が
建
立
し
た
も
の
で
、 

「
光
堂
」と
も
呼
ば
れ
る
。 

《
平
泉
》
ポ
イ
ン
ト 

平泉 

中尊寺金色堂 

（  
 

 
 

 

） 

家
臣 

・
初
代
＝
（  

 
 

 
 

） 

・
二
代
＝
（  

 
 

 
 

） 

・
三
代
＝
（  

 
 

 
 

） 

・
四
代
＝
（  

 
 

 
 

） 

対
立 

源
頼
朝 

・
（  

 
 

）  
 

攻める 

奥州藤原氏 

最盛期 

討つ 

・
（  

 
 

）  
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《
平
泉 
そ
の
一
》
本
文
の
ポ
イ
ン
ト 

三
代
の
栄
耀
一
睡
の
う
ち
に
し
て
、 

え 

え
う 

（  
 

 
 

） 

① 

② 
１ 

（
語
句
） 

①
三
代
の
栄
耀
＝ い

っ 

す
い （※

三
代
＝
清
衡
・
基
衡
・
秀
衡
の
三
代
） 

②
一
睡
の
う
ち
に
し
て
＝ 

（  
 

 
 

 
 

 
 

）
三
代
の
（  

 
 

 

）は
、 

〔
訳
〕 

★
「
平
泉
」
の
テ
ー
マ 

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
の
よ
う
に
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
、 

ろ 

せ
い 

ち
ん
ち
ゅ
う
き 

※

故
事
成
語
、
「
邯
鄲
（
一
炊
）
の
夢
」
）
に
も
と
づ
く
。 

 

唐
の
盧
生
と
い
う
青
年
が
、
邯
鄲
と
い
う
町
の
宿
で
不
思
議
な
老
人
に
会
い
、 

老
人
か
ら
思
い
の
ま
ま
に
出
世
で
き
る
と
い
う
枕
を
借
り
る
。
そ
の
枕
を
使
っ
て 

寝
た
と
こ
ろ
、
盧
生
は
五
十
年
に
わ
た
る
波
瀾
万
丈
の
末
、
富
と
権
力
を
手
に 

入
れ
、
栄
華
の
一
生
を
送
る
夢
を
見
る
。
し
か
し
目
が
さ
め
る
と
、
そ
れ
は
宿
の 

主
人
の
炊
く
粥
も
ま
だ
炊
き
上
が
ら
な
い
ほ
ど
の
短
い
間
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
。 

盧
生
は
人
生
の
は
か
な
さ
を
さ
と
り
、
老
人
に
感
謝
し
た
。
（
「
枕
中
記
」
） 

 

こ
こ
か
ら
、
「
人
の
世
の
は
か
な
さ
」
の
た
と
え
と
し
て
、
「
邯
鄲
の
夢
」と
い
う 

語
が
生
ま
れ
た
。 

 

か
ん
た
ん 

か
ゆ 

か
ん
た
ん 
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大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。 

③ 

だ
い 

も
ん 

④ 

③
大
門
＝
奥
州
藤
原
氏
の
居
館
で
あ
る
平
泉
館
の
表
門 

④
こ
な
た
＝ 

★
こ
の
文
の
ポ
イ
ン
ト 

２ 

平
泉
の
表
門
の
跡
は
一
里
（  

 
 

 
 

）
に
あ
る
。 

〔
訳
〕 

（
語
句
） 

秀
衡
が
跡
は
田
野
に
な
り
て
、 

⑥ 

３ 

金
鶏
山
の
み
形
を
残
す
。 

ひ
で
ひ
ら 

き
ん
け
い
ざ
ん 

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）は
（  

 
 

 
 

 
 

 

）と
な
っ
て
、 

〔
訳
〕 

（  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
形
を
残
し
て
い
る
。 

⑤
田
野
＝ 

（
語
句
） 

⑤
秀
衡
が
跡
＝ 

⑦
の
み
＝ 

⑤ 

⑦ 

で
ん 

や 
（
南
大
門
） 
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「
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の
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禄
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六
八
九
）
の
五
月
、
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尾
芭
蕉
が
東 

北
地
方
（
現
在
の
岩
手
県
南
部
）
の
平
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を
訪
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た
時
の
体
験
が
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さ
れ 

て
い
る
。  
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寺
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道
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＝
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四
代
＝
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対
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源
頼
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源
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清
衡 

（き
よ
ひ
ら
） 

基
衡 

（も
と
ひ
ら
） 

（ひ
で
ひ
ら
） 

秀
衡 

（や
す
ひ
ら
） 

泰
衡 
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房 
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平
泉
は
、
平
安
時
代
後
期
に
、
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
に
よ
っ
て
百
年
に 

わ
た
っ
て
統
治
さ
れ
、
黄
金
文
化
が
築
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。 

 

平
泉
の
黄
金
文
化
の
象
徴
で
あ
る
（  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）は
、
天 

治
元
年
（
一
一
二
四
）
初
代
清
衡
が
建
立
し
た
も
の
で
、
「
光
堂
」と
も
呼 

ば
れ
る
。 



三
代
の
栄
耀
一
睡
の
う
ち
に
し
て
、 

大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。 

秀
衡
が
跡
は
田
野
に
な
り
て
、 

金
鶏
山
の
み
形
を
残
す
。 

ま
づ
高
館
に
の
ぼ
れ
ば
、 

北
上
川
南
部
よ
り
流
る
る
大
河
な
り
。 

衣
川
は
和
泉
が
城
を
め
ぐ
り
て
、 

高
館
の
下
に
て
大
河
に
落
ち
入
る
。 

泰
衡
ら
が
旧
跡
は
、 

衣
が
関
を
隔
て
て
南
部
口
を
さ
し
か
た
め
、 

夷
を
ふ
せ
ぐ
と
見
え
た
り
。 

さ
て
も
義
臣
す
ぐ
って
こ
の
城
に
こ
も
り
、 

功
名
一
時
の
草
む
ら
と
な
る
。 

国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
と
、 

笠
打
ち
敷
き
て
時
の
う
つ
る
ま
で 

泪
を
落
と
し
は
べ
り
ぬ
。 

 
 

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡 

 
 

卯
の
花
に
兼
房
み
ゆ
る
白
毛
か
な 

 

曾
良 

か
ね
て
耳
驚
か
し
た
る
二
堂
開
帳
す
。 

経
堂
は
三
将
の
像
を
残
し
、
光
堂
は
三
代
の
棺
を
納
め
、 

三
尊
の
仏
を
安
置
す
。 

七
宝
散
り
う
せ
て
玉
の
扉
風
に
や
ぶ
れ
、 

金
の
柱
霜
雪
に
朽
ち
て
、 

す
で
に
頽
廃
空
虚
の
草
む
ら
と
な
る
べ
き
を
、 

四
面
新
た
に
囲
み
て
、
甍
を
覆
い
て
風
雨
を
し
の
ぎ
、 

し
ば
ら
く
千
歳
の
記
念
と
は
な
れ
り
。 

 
 

五
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
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く
の
ほ
そ
道
《平
泉
》
本
文 

三
代
の
栄
耀
一
睡
の
う
ち
に
し
て
、 

大
門
の
跡
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。 

秀
衡
が
跡
は
田
野
に
な
り
て
、 

金
鶏
山
の
み
形
を
残
す
。 

ま
づ
高
舘
に
の
ぼ
れ
ば
、 

北
上
川
南
部
よ
り
流
る
る
大
河
な
り
。 

衣
川
は
和
泉
が
城
を
め
ぐ
り
て
、 

高
館
の
下
に
て
大
河
に
落
ち
入
る
。 

泰
衡
ら
が
旧
跡
は
、 

衣
が
関
を
隔
て
て
南
部
口
を
さ
し
か
た
め
、 

夷
を
ふ
せ
ぐ
と
見
え
た
り
。 
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そ
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》
本
文
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ン
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三
代
の
栄
耀
一
睡
の
う
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に
し
て
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代
の
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耀
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す
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代
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衡
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衡
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衡
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②
一
睡
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た
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せ
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ん
ち
ゅ
う
き 

※

故
事
成
語
、
「
邯
鄲
（
一
炊
）
の
夢
」
）
に
も
と
づ
く
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唐
の
盧
生
と
い
う
青
年
が
、
邯
鄲
と
い
う
町
の
宿
で
不
思
議
な
老
人
に
会
い
、 

老
人
か
ら
思
い
の
ま
ま
に
出
世
で
き
る
と
い
う
枕
を
借
り
る
。
そ
の
枕
を
使
っ
て 

寝
た
と
こ
ろ
、
盧
生
は
五
十
年
に
わ
た
る
波
瀾
万
丈
の
末
、
富
と
権
力
を
手
に 

入
れ
、
栄
華
の
一
生
を
送
る
夢
を
見
る
。
し
か
し
目
が
さ
め
る
と
、
そ
れ
は
宿
の 

主
人
の
炊
く
粥
も
ま
だ
炊
き
上
が
ら
な
い
ほ
ど
の
短
い
間
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
。 

盧
生
は
人
生
の
は
か
な
さ
を
さ
と
り
、
老
人
に
感
謝
し
た
。
（
「
枕
中
記
」
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こ
こ
か
ら
、
「
人
の
世
の
は
か
な
さ
」
の
た
と
え
と
し
て
、
「
邯
鄲
の
夢
」と
い
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